




- キャリアパスの多様化を促進するために - (調査資料-103)
第１調査研究グループ 下村 智子
Joint ventures and the scope of knowledge transfer: Evidence from U.S.








































日本では、博士課程修了者 (注: 満期退学者も含まれるため博士号取得者ではない) の就職構造に関する フ
ローデータのみ存在
● 博士課程修了者の民間営利企業 (*) への就職割合は低い
→ 科学技術分野の博士課程修了者 (10,032人) の約12%























号取得研究者数は16,185人にすぎず (博士号取得研究者の総数101,610人に占める割合: 15.9％) 、大学における科学技術分野の








しもむら ともこ: 1990年科学技術庁入庁。 2002年8月から、科学技術政策研究所第1調査研究グループ研究官として「科学技術人材
に関する調査研究」に従事。 
目次へ
Joint ventures and the scope of knowledge transfer: Evidence from U.S. 
- Japan patent licenses (合弁事業を通じた知識移転) (DISCUSSION PAPER No.34)




































































開催期間: 2004 年 3 月 3 日 (水)、4日 (木)














会議の内容 < TR> < TR>
○1日目 (一般公開) : 欧州におけるForesightの最新動向、ならびに、日本の動向に関する講演
英国におけるForesightの最新動向 Prof. Ian Miles (英 マンチェスター大学)
ドイツにおけるFUTURプロジェクトの最新動向 Prof. Stefan Kuhlmann
(独 フラウンホーファー協会システム・技術革新研究所)
俯瞰的予測調査の概要 桑原 輝隆 (科学技術政策研究所)
○2日目 (関係者) : 俯瞰的予測調査の概要説明、ならびに関係者による討論
全般並びにデルファイ調査 横田 慎二 (科学技術動向研究センター)
急速に発展しつつある科学技術領域調査 伊神 正貫 (科学技術動向研究センター)
































・3/3-4 Prof. Stefan Kuhlmann: 独国フラウンホーファー協会システム・イノベーション研究
所
技術分析イノベーション戦略部長
Prof. Ian Miles: 英国マンチェスター大学技術革新・競争力研究センター教授
・3/16・22 Dr. James Richard Moore: 英国オープン大学上級講師
Mr. Randal Keynes: 英国ダーウィン・トラスト理事
・3/19 Prof. Cary Y. Yang: 米国サンタクララ大学教授
・3/22 Dr. Olivia Judson: 英国ロンドン大学研究員
・3/23-24 Prof. Luke Georghiou: 英国マンチェスター大学工学・科学技術政策研究所
(PREST) 所長
・3/29 Mr. Lennart Stenberg: スウェーデンイノベーション・システム庁 (VINNOVA) イノ
ベーション・システム分析部分析官、顧問
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Mr. Lennart Elg: 同庁イノベーション・システム分析部分析官
Mr. Jennie Granat Thorslund: 同庁イノベーション・システム分析部分析官
○ 講演会・セミナー
・3/19 奥和田久美: 科学技術政策研究所科学技術動向研究センター
Prof. Cary Y. Yang: 米国サンタクララ大学教授
「ナノテクノロジーのSocietal Implication (社会、倫理、環境等への影響) について」
○ 第6回基本計画レビューセミナー













・「科学技術動向 2004年3月号」 (3月26日発行) 
 特集 1 半導体製造技術の研究開発動向 - 近年の国際会議での発表から -
 情報・通信ユニット 小松 裕司
 特集 2 化学物質の健康影響評価における緊急の課題
 客員研究官 青木 康展
 
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課news@nistep.go.jp)
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